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１　外壁リフォームの設計

外壁リフォームの設計  １－　１

  １－　２

  １－　３

関係法令

外壁リフォームの流れ

施工時の安全配慮

【モエン】

　●モエンの施工は、プライマーや補修液など引火性の高い材料を使用しますので、特に火気（喫煙など）に

十分注意してください。

　●切断作業の際、長期間多量の粉塵を吸入すると、健康を損なうおそれがありますので、集塵装置付き

カッターならびに局所排気装置の使用、防塵めがね・防塵マスクの着用、うがい・手洗いの励行、切断片

の安全・適切な処分に留意してください。お取り扱いの際は、安全データシート（SDS※）をご参照ください。

　●モエンはセメント製品ですので、取り扱いの際は必ず手袋を着用してください。特に、濡れたモエンの場合

は、ゴム手袋などの保護具を着用してください。肌が荒れることがあります。

　●各種補修液・モエンシーラー・シーリングクリーナー・プライマーは、表示ラベルや安全データシート（SDS※）

に沿って取り扱ってください。

　　 ※SDSの正式名：Safety Data Sheet（または安全データシート）

　　 

【センターサイディング】

　●センターサイディング施工時は必ず軍手などを着用してください。小口や切断面のバリで怪我をするおそ

れがあります。また、切断面のバリや尖った角はやすりなどで除去し丸味をつけてください。　

　●風の強い日はセンターサイディングを持っているとあおられて落下するおそれがあります。施工しないでく

ださい。　

　●センターサイディング表面材は導電性です。被覆の破れた電気配線が触れないよう注意してください。

　　 併せて、高圧送電線が近くにある場合、事前に電力会社へ相談するなど、安全対策を講じてください。

　●各種補修液は、表示ラベルや安全データシート（SDS※）に沿って取り扱ってください。　　

　　 ※SDSの正式名：Safety Data Sheet（または安全データシート）

注　2022年3月時点の情報です。工事時点の労働安全衛生法に従って施工してください。
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　１－１　外壁リフォームの設計

１　外壁リフォームの設計

　 １）適合対象建築物

　 　●１９８１年（昭和５６年）の建築基準法新耐震基準に適合する木造建築物。

　 　※昭和５６年５月以前の建築物は専門家による耐震診断を受け、現行建築基準法との適合性を含めて構造

　 　　 安全性をご確認ください。

　 ２）建築物の構造・規模

　 　●建築規模：高さ１３m以下または軒高さ９m以下の建築物。

　 　●構造躯体：木造軸組工法、木造枠組壁工法。※伝統工法は除く。

　 　●既存外壁：ラスモルタル・窯業系サイディング・木質系外壁材など。

　 　※３-２既存壁の種類と各工法の適合表（P３２）をご参照ください。

　１－２　関係法令

　 １）確認申請

　 　木造建築物２階建て以下の場合でも、増改築を伴う場合など施工に着手する前にあらかじめ建築確認申請

　 　が必要な場合があります。詳しくは所轄の指定確認検査機関などでご確認ください。

　 ２）防火規制

　 　既存外壁の防火性能が法令の改正によって既存不適格となっている場合には、リフォームの際に防火性能

　 　を改善して適法化させることが必要な場合があります。詳しくは所轄の指定確認検査機関などでご確認くださ
　 　い。

　 ３）石綿に関する法令

　　 建築物等の解体等工事における各種法令に遵守し適正な対応を行ってください。

　　 詳細・最新の情報は各省庁のホームページ等をご確認ください。

　　【石綿に関する代表的な法令（抜粋）】

　　・大気汚染防止法・同施行令・同施行規則の概要（環境省）

　　・廃棄物の処理及び清掃に関する法律・同施行令・同施行規則（環境省）

　　・労働安全衛生法・同施行令・労働安全衛生規則（厚生労働省）

　　・石綿障害予防規則（厚生労働省）

　　・作業環境測定法・同施行令・同施行規則（厚生労働省）

　　・じん肺法・同施行規則（厚生労働省）

　　・建築基準法（国土交通省）

　　  等

　　　

現状調査（寒冷地域のみ）

昭和５６年６月１日以降の建物

（新耐震基準）
昭和５６年５月以前の建物

（旧耐震基準）

１　外壁リフォームの設計

１０００Ｎ以上であること

（評点１．０以上へ）

一般診断・精密診断

専門家による診断

耐震性に

問題あり

耐震性に

問題なし
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　１－１　外壁リフォームの設計

１　外壁リフォームの設計

　 １）適合対象建築物

　 　●１９８１年（昭和５６年）の建築基準法新耐震基準に適合する木造建築物。

　 　※昭和５６年５月以前の建築物は専門家による耐震診断を受け、現行建築基準法との適合性を含めて構造

　 　　 安全性をご確認ください。

　 ２）建築物の構造・規模

　 　●建築規模：高さ１３m以下または軒高さ９m以下の建築物。

　 　●構造躯体：木造軸組工法、木造枠組壁工法。※伝統工法は除く。

　 　●既存外壁：ラスモルタル・窯業系サイディング・木質系外壁材など。

　 　※３-２既存壁の種類と各工法の適合表（P３２）をご参照ください。

　１－２　関係法令

　 １）確認申請

　 　木造建築物２階建て以下の場合でも、増改築を伴う場合など施工に着手する前にあらかじめ建築確認申請

　 　が必要な場合があります。詳しくは所轄の指定確認検査機関などでご確認ください。

　 ２）防火規制

　 　既存外壁の防火性能が法令の改正によって既存不適格となっている場合には、リフォームの際に防火性能

　 　を改善して適法化させることが必要な場合があります。詳しくは所轄の指定確認検査機関などでご確認くださ
　 　い。

　 ３）石綿に関する法令

　　 建築物等の解体等工事における各種法令に遵守し適正な対応を行ってください。

　　 詳細・最新の情報は各省庁のホームページ等をご確認ください。

　　【石綿に関する代表的な法令（抜粋）】

　　・大気汚染防止法・同施行令・同施行規則の概要（環境省）

　　・廃棄物の処理及び清掃に関する法律・同施行令・同施行規則（環境省）

　　・労働安全衛生法・同施行令・労働安全衛生規則（厚生労働省）

　　・石綿障害予防規則（厚生労働省）

　　・作業環境測定法・同施行令・同施行規則（厚生労働省）

　　・じん肺法・同施行規則（厚生労働省）

　　・建築基準法（国土交通省）

　　  等

　　　

現状調査（寒冷地域のみ）

昭和５６年６月１日以降の建物

（新耐震基準）
昭和５６年５月以前の建物

（旧耐震基準）

１　外壁リフォームの設計

１０００Ｎ以上であること

（評点１．０以上へ）
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　１－３　外壁リフォームの流れ

１　外壁リフォームの設計

２）サイディングの寸法・重量・対応工法

商品名
目安重量

重ね張り工法※１ 張り替え工法

モエンアート

（アート下地材１４）
５１※２

５３※２

５６

モエンアート

（アート下地材１６）
５８

× ○

× ○

モエンエクセラード ２１ ２４

モエンエクセラード

モエンエクセラード

１８

１６

２２

１９

モエンサイディングＳ

（よろい４段木目調）
１８ ２０

モエンサイディング-Ｍ

モエンサイディングＷ

１４ １６

１４ １７

（kg/㎡）
厚み

（㎜）

センターサイディング
各型に
よる※３

各型に
よる※３ ○ ○

○

○

○

○

○ ○

○ ○

　※１ 重ね張りにおいては、「○」の場合でも、構造耐力の検討を行ってください。

　※３ センターサイディングの厚み、重量は各型により異なりますので金属製外壁材・屋根材総合

　　　　カタログでご確認ください。

※ モエン大壁工法は新築向けの工法です。

（注） モエンサイディングの重量については、最新の内外装建材総合カタログでご確認ください。

　※２ 厚み＝モエンアート３５㎜厚＋アート下地材厚み＋金具２㎜厚

３）構造耐力の検討について

　●風圧力に対する安全性の検討は、下地診断で留付釘・ビスの保持力を確認してください。

　●重量増加については、上記の表を参考に安全性を検討してください。

※木胴縁は下地重量として、約１．５㎏/㎡を加算してください。

○

○

○

モエンサイディングＳ

（リキッドシェイプ、
ハルモニアシリーズ）

１８ ２２

○

○ ○

２　事前調査の方法

事前調査の種類  ２－　１

  ２－　２

  ２－　３

既存建築物の診断方法

現状調査（寒冷地域）


